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３　農水産物の輸出

①輸出の歴史

鳥取県における農水産物輸出は二十世紀なしを１９３３年（昭和

８年）から中国、朝
ちょう

鮮
せん

半
はんとう

島、台
たい

湾などに住
す

んでいる日本人向けに始

めたという古い歴史があります。

戦
せん

時中は一時的に中断
だん

されたものの、その後新たな国
くにぐに

々への輸出

をすすめ、多いときには１万トン以上の果物が世
せ

界
かい

各国（多いとき

で２２カ国）の人たちに届
とど

けられていました。

②輸出の中心「二十世紀なし」

輸出の柱は、なんといっても

二十世紀なしです。二十世紀な

しは他のなしに比べてたいへん

日持ちが良く、船を使って長い

時間をかけてさまざまな国に輸

送することができるので、輸出

に向いたくだものです。

また、長年にわたり輸出に取

り組んできた人たちのたゆまぬ

努力によって、文化や考え方が

違
ちが

う国々の人たちとの信らい関係をきずいてこられたことが輸出の

土台
だい

になっています。

１９８０年代には、鳥取県の二十世紀なしは輸出量が大きく増え、

香
ほんこん

港のスーパーマーケット

の店頭に並ぶ鳥取県産なし
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台湾、中国だけでなく、東南アジアの国々にも広く輸出し、それぞ

れの国で高級
きゅう

くだものとして贈り物にしたり、家庭でのデザートと

して販売されました。

③いろいろな農産物の輸出

近年、二十世紀なしの輸出量

は５００トンあまりまで減
へ

って

いますが、出荷時期の異なるあ

たごなしや新品種なしの新甘泉、

なつひめの輸出にも取り組んで

います。

また、富有柿も１９８０年代

頃から東南アジア向けに輸出さ

れており、現在もタイや香港へ

輸出されています。

さらに、すいかもドバイ、香港、ロシアな

どに試験的に輸出してきましたが、平成２６

年から香港への本格
かく

的な輸出がはじまってい

ます。

鳥取県のくだものを試食したお客様からは

「甘い」「おいしい」などの声が聞かれ、たい

へん好
こう

評
ひょう

で、高級なくだものとして受け入れ

られています。

新品種なしの販売促進のようす

（香港）

すいか販売のようす

（香港）
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④新しい輸出の取り組み

そのほか、マカオ、タイ、ベトナム、

香港に向けて鳥取和牛の輸出が始まっ

ています。平成 28 年に初
はつ

輸出した香

港では、現地の焼
やき

肉レストランで、鳥

取和牛をはじめ、二十世紀なし、ねば

りっこ、白ねぎなどの県産食材を使用

したメニューを期間限定で提供し、鳥

取県の食の魅力を香港に伝
つた

えていく取

り組みを進めています。

さらに、季
き

節
せつ

ごとのさま

ざまな農水産物の魅力を海

外の消費者へ発信し、鳥取

県観光のイメージアップに

つなげています。

近年経
けいざい

済が発展し、日本

への観光客が増えているマ

レーシアでは、平成２６年

から首都クアラルンプール

の百貨
か

店で観光物産展を行い、なしやカニといった県を代表する農

水産物を販売しながら、県の観光情報を発信し、鳥取県への観光客

の呼
よ

び込
こ

みを図っています。

鳥取和牛と県産食材使用メニュー

（香港）

鳥取県観光物産展の様子

（マレーシア）


